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 倉吉市上灘公民館の小学生対象勉強会「夏休みお助け隊参上！楽

しく宿題すませちゃお～♪」（8 回開催）の取材に行きました。冷

房の効いた涼しい部屋で、小学生が、倉吉東高等学校のお兄さんお

姉さんに勉強を教わっていました。 

 

 小学生の女の子に「公民館での勉強は、はかどりますか？」と聞

いたところ「家で一人勉強していても、わからないままなので、は

かどります。」と返事がありました。 

 参加した倉吉東高等学校の女子生徒に「勉強を教えるのは難しい

ですか？」と聞くと「弟がいるのですが、弟に教えるより女の子に

教えてあげるほうが楽しい。」と答えてくれました。男子生徒は、「勉

強は大丈夫ですが、それ以外がちょっと。」と、行儀の悪い男の子

をチラっと見ながら苦笑いを

していました。 

 

 この高校生ボランティアは、

「うわなだ桜まつり」に参加

した倉吉東高校の吹奏楽部の

先生を窓口に、倉吉東高校で

募集し、自主的に集まってく

れた生徒です。こうした地域

と高校生のつながりが、もっ

と拡がればと思います。 

９月 ４日（火） 

 中部地区社会教育関係者研修会（北栄町北条農村環境改善センター） 

９月 ６日（木）～ ７日（金） 

 中国・四国地区公民館研究集会（岡山県岡山市） 

９月２７日（木） 

倉吉市生涯学習・人権教育合同研究協議会（倉吉市役所） 

わかる? 



 
 

 
 

平成２４年１１月２１日（水）から２２日（木）に

中国・四国地区社会教育研究大会島根大会が開催され

ます。 

 

全体会では、基調講演とパネルディスカッションが

行われる予定です。パネルディスカッションは、「地

域の教育力を高めるために社会教育は何ができるか」

と題して行われる予定で、パネラーとして琴浦町教育

委員会社会教育課 浜川明社会教育主事が登壇され

ます。 

 

また、基調講演は、生涯学習・社会システム研究者 

三浦清一郎さんを迎えて「社会教育がつなぐ 社会教

育でつながれる いま求められる地域の力」と題して

行われます。 

２日目の人権教育の推進をテーマとした分科会で

は、鳥取県人権教育アドバイザーとしても御活躍され

ている鳥取大学地域学部 一盛真准教授も助言者と

して登壇されます。 

 

全国大会、中国・四国大会への参加は、研修したい

という気持ちはあっても予算の関係で参加できない

といったことがあります。近県で実施される良い機会

です。参加を御検討ください。 

東伯郡内の社会教育関係者は、東伯郡社会教育協議

会からの旅費の補助もあります。希望の方は、各町の

社会教育担当者に御相談ください。 

 

 

 

 

   
 

 

【あとがき】 

緑のちゅうぶくんを思いついた時コレだ！と思いましたが、

緑のおばさんを知らない若い世代が多くてびっくりです。高校

生マナーアップ運動は９月１１日から、秋の交通安全運動は９

月２１日から始まります。地域の見守りのすばらしさを肌で感

じることができるのが９月なのかなと思います。（大本） 
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